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令和４年度予算編成方針 

 

本市の交通事業は、市民の日常生活や経済活動に必要不可欠な生活基盤としての役割を

担い、その整備・充実に努めてきた。しかしながら、少子高齢化の進展、人口減少傾向の継続、

施設の老朽化などに加え、地震や集中豪雨等の大規模災害の頻発、新たな感染症の拡大、

ICT 等の技術革新の進展など、公共交通を取り巻く環境が大きく変化しており、その中におい

ても、市民に必要とされる公共交通であり続けるために、「市民の足」としての役割を積極的に

果たすなど、神戸のひとの暮らしとまちの発展を支えていくことが求められている。 

 

そのため、これまでも公営交通としての役割と企業としての経済性の両立を果たすべく、厳

しい経営環境、財政状況の中、安全性強化や利便性・快適性の向上を図るほか、乗客増対策

や附帯事業の収入増対策などの収益力の強化、人件費の抑制・物件費の縮減等の経営の効

率化に取り組んできた。そして、令和３年度には、「市民の足」を持続的に提供していくため、

公営交通を将来にわたり安定的に運営していけるよう、今後の事業環境や課題を踏まえた経

営の方針や事業戦略、財政計画を定めた「神戸市営交通事業 経営計画 2025」(計画期間令

和３年度～令和７年度)を策定し、経営方針に沿った事業戦略や経営改善に取り組んでいると

ころである。 

 

しかしながら、新型コロナウイルス感染症は未だ終息が見込めず、市バス・地下鉄のご利用

者の減少傾向の継続など、今後も厳しい経営状況が続くものと見込んでいる。 

そうした中においても、引き続き、経営計画の基本的な考え方である「安全・安心の確保」、

「快適なサービスの提供」という公共交通機関としての使命を果たすとともに、公営交通事業に

求められる「市民の足の確保」を通じて、神戸市営だからこその意義・役割である「神戸のまち

づくりに貢献」するとともに、経営計画で掲げた施策を着実に遂行するため、令和４年度に取り

組むべき事業予算を編成した。今後も「安定的な経営基盤を確立」するとともに、職員一人ひ

とりが「チャレンジ精神」を持って、未来に向けて新たに挑戦していくことで、「神戸の市民生活

やまちの発展に貢献」していく。 
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Ⅰ．令和４年度予算の概要

<自動車事業会計>
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１　業務の予定量

（１）運転計画表

区 分 年 間 １ 日 平 均 備 考

乗 車 人 員 56,802,030 人 155,622 人

乗 車 料 収 入 8,573,337,000 円 23,488,595 円

運 転 走 行 キ ロ 16,370,250 ㎞ 44,850 ㎞

在 籍 車 両 数

乗 務 員 数

（２）建設改良事業の概要

事 業 名 事 業 費

千円

バ ス 車 両 購 入 453,244

建 物 建 設 工 事 117,847

　 　
機 械 装 置 設 置 128,034

　
車 両 改 良 工 事 41,184

合 計 740,309

概 要

敬老・福祉乗車人員
等を含む

敬老・福祉乗車負担
金等を含む

3.47人

523円71銭

路線バス購入

収入統計管理システム改修等

ドライブレコーダー更新等

バス停留所設置工事等

走行１キロ当り
乗 車 人 員

走行１キロ当り
乗 車 料 収 入

１ 人 平 均
乗 車 料 収 入

運転士259人

150円93銭

１ 日 平 均
運 転 車 両 数

473両

441両
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２　 収入支出一覧

（１）収益的収入及び支出

（単位：千円）

金　　額 金　　額

自 動 車 自 動 車

事 業 収 益 事 業 費

１営 業 収 益 9,870,758 １営 業 費 用 11,763,884

２営 業 外 収 益 1,392,270 ２営 業 外 費 用 245,271

３予 備 費 100,000

（注）当年度純損益（税抜）は △902,665千円、累積損益は △3,368,723千円となる。

（２）資本的収入及び支出

（単位：千円）

金　　額 金　　額

１資本的収入 907,110 １資本的支出 1,281,162

１企 業 債 710,000 １建 設 改 良 費 740,309

２補 助 金 30,000 ２企業債償還金 339,799

３他会計繰入金 164,180 ３投 資 1,054

４財 産 収 入 2,780 ４予 備 費 200,000

５雑 収 入 150

 （注）資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額374,052千円は、

　　　 損益勘定留保資金等で補てんするものとする。

項 項款

収　　　　　　　　入 支　　　　　　　　出

款

収　　　　　　　　入 支　　　　　　　　出

11,263,028 12,109,155

款項 項款

１ １
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３　予算実施計画

（１）収益的収入及び支出

　　①収　　入

款 予 定 額 説 明

千円

１ 自動車事業収益 11,263,028

１営 業 収 益 9,870,758 　　　　　　　　　　※参考

１運 輸 収 入 7,656,422 乗車料金

２他 会 計 負 担 金 1,917,020 敬老・福祉乗車負担金等

３運 輸 雑 収 入 297,316 広告料等

２営 業 外 収 益 1,392,270

１受取利息及配当金 5 預金利息

２県 補 助 金 6,617 運輸事業振興助成補助金

３他 会 計 補 助 金 1,310,672
自動車事業運営のための他会計
補助金

４長期前受金戻入 10,000
減価償却等に対応する長期前受
金の収益化

５他 会 計 繰 入 金 3,000 交通事業基金運用益の繰入金

６雑 収 入 61,976 負担金収入等

※参考  年　　間 １日平均

56,802千人 155,622人

8,573,337千円 23,489千円

150円93銭

目

乗 車 人 員

乗 車 料 収 入

１人平均乗車料収入

項
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　　②支　　出

款 予 定 額 説 明

千円

１ 自動車事業費 12,109,155

１営 業 費 用 11,763,884

１建 物 保 存 費 35,900 建物の維持補修に必要な費用

２車 両 保 存 費 1,120,910 車両の維持補修に必要な費用

３運 転 費 9,145,952 運転に必要な費用

４運 輸 管 理 費 713,653 運輸管理に必要な費用

５一 般 管 理 費 314,099 一般管理に必要な費用

６減 価 償 却 費 433,370 固定資産減価償却費

２営 業 外 費 用 245,271

１
支 払 利 息 及
企 業 債 諸 費

65,986
企業債等の支払利息及び諸手数
料

２消 費 税 179,264 消費税及び地方消費税納付額

３雑 支 出 21

３予 備 費 100,000

1 予 備 費 100,000

給与費内訳

　　　　職員452人（短時間勤務職員48人を含む）の報酬49,116千円、給料 1,526,030千円、

　　　手当等 1,557,634千円、法定福利費 699,815千円を計上

項 目
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（２）資本的収入及び支出

　　①収　　入

予 定 額 説 明

千円

１資 本 的 収 入 907,110

１企 業 債 710,000

１企 業 債 710,000 建設改良費に充当する企業債

２補 助 金 30,000

１他 会 計 補 助金 30,000
バス上屋建設のための一般会
計補助金

３他 会 計 繰 入 金 164,180

１他 会 計 繰 入金 164,180
高速鉄道事業会計からの繰入
金

４財 産 収 入 2,780

１財 産 収 入 2,780 資産売却代等

５雑 収 入 150

１雑 収 入 150

項 目款
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　　②支　　出

予 定 額 説 明

千円

１資 本 的 支 出 1,281,162

１建 設 改 良 費 740,309

１建 設 費 494,116 バス停留所設置工事等

２改 良 費 246,193 バス車両関連設備の更新等

２企 業 債 償 還金 339,799

１企 業 債 償 還金 286,799 企業債元金償還金

２
資本費平準化債
償 還 金

53,000 資本費平準化債元金償還金

３投 資 1,054

１投 資 1,054 自動車リサイクル料金の預託

４予 備 費 200,000

１予 備 費 200,000

款 項 目
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４　債務負担行為

５　企業債

６　一時借入金

千円

７　他会計からの補助金 千円

８　たな卸資産の購入限度額 千円

自動車事業建設

限度額

710,000自 動 車 事 業

起債の目的

借入日の翌日から据置期
間を含め、30年以内に毎
年度元利均等その他の方
法により償還する。ただ
し、財政上の都合等によ
り定額以上を償還し、又
は借り換えることができ
る。政府資金を借り入れ
る場合は、その融資条件
による。

９％以内
（ただし、利
率見直し方式
で借り入れる
資金につい
て、利率の見
直しを行った
後において
は、当該見直
し後の利率）

償還の方法

（令和４年度）

15,000

4,500,000

公債証券の発行
又は消費貸借の
方法により、借
り入れる（他の
地方公共団体と
の共同発行を含
む｡）。

1,310,672

起債の方法

限　度　額期　間

887,000千円

197,000千円

令和４～５年度

令和４～10年度
（令和４年度）

自動車事業修繕等

事　項

特 別 減 収 対 策

千円

709,000

利率

1,419,000

借入限度額

合 計
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　（参考）

（単位：千円）

１　業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純損失 △ 902,665 

減価償却費 433,370 

退職給付引当金の増減額 4,430 

賞与・法定福利費引当金の増減額 22,791 

長期前受金戻入 △ 10,000 

受取利息及び受取配当金 △ 5 

支払利息 56,449 

長期預り金増減額 △ 17,449 

固定資産除却損 72,259 

未収金の増減額 △ 194,852 

未払金の増減額 401,541 

前受金の増減額 11,735 

預り金の増減額 1,587 

消費税資本的収支調整額 85,479 

小計 △ 35,330 

利息及び配当金の受取額 5 

利息の支払額 △ 56,449 

業務活動によるキャッシュ・フロー △ 91,774 

２　投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △ 940,309 

財産収入による収入 1,726 

雑収入による収入 150 

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 938,433 

３　財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良費等の財源に充てる企業債収入 710,000 

建設改良費等の財源に充てた企業債償還 △ 339,799 

特別減収対策企業債発行による企業債収入 709,000 

一時借入による収入 4,500,000 

一時借入金の返済による支出 △ 4,500,000 

国庫補助金による収入 30,000 

他会計繰入金による収入 164,180 

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,273,381 

資金増加額 243,174 

資金期首残高 343,188 

資金期末残高 586,362 

令和４年度神戸市自動車事業会計予定キャッシュ・フロー計算書
（令和４年４月１日から令和５年３月31日まで）
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金　　　　額 金　　　　額

千円 千円

17,736,549 11,657,963 

35,220,462 8,684,446 

△ 17,590,145 2,767,166 

17,630,317 206,351 

163,286 4,863,304 

△ 102,399 1,100,000 

60,887 543,559 

13,632 2,034,405 

6,671 900,986 

25,042 21,694 

2,601,836 243,051 

586,362 19,609 

1,992,947 223,301 

22,527 2,431,814 

△ 2,208,513 

4,709,329 

△ 1,115,512 

3,090,553 

△ 4,206,065 

△ 4,206,065 

20,338,385 20,338,385 

流 動 資 産

投 資

利 益 剰 余 金

未 処 分 利 益 剰 余 金

引当金(賞与等引当金)

現 金 預 金 そ の 他 流 動 負 債

未 収 金 繰 延 収 益

合 計 合 計

長 期 前 受 金

収 益 化 累 計 額

資 本 金

剰 余 金

資 本 剰 余 金

貯 蔵 品

運送施設無形固定資産 未 払 金

関連施設無形固定資産 前 受 金

預 り 金

減 価 償 却 累 計 額 一 時 借 入 金

計 企 業 債

減 価 償 却 累 計 額 引当金(退職給付引当金)

計 そ の 他 固 定 負 債

関連施設有形固定資産 流 動 負 債

運送施設有形固定資産 企 業 債

固 定 資 産 固 定 負 債

令和４年度神戸市自動車事業会計予定貸借対照表

借　　　　　　　　　　　　　　　方 貸　　　　　　　　　　　　　　　方

科　　　　　　目 科　　　　　　目
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Ⅰ．令和４年度予算の概要

<高速鉄道事業会計>
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１ 　 業務の予定量

（ １ ） 運転計画表

区 分 年 間 １ 日 平 均 備 考

乗 車 人 員 100, 412, 230 人 275, 102 人

乗 車 料 収 入 18, 695, 646, 000 円 51, 220, 948 円

運 転 走 行 キ ロ 22, 356, 629 ㎞ 61, 251 ㎞

在 籍 車 両 数

列 車 編 成

乗 務 員 数

（ ２ ） 建設改良事業の概要

事 業 名 事 業 費

千円

付 帯 事 業 建 設 375, 725

合 計 22, 128, 991

西神中央百貨店ビル設備更新、 駅ビル設備改
修工事、 ほか関連事業施設改修等

186円19銭

高 速 鉄 道 建 設 21, 753, 266

概 要

運転士112人　 　 車掌52人

（ 西神・ 山手・ 北神線）
６ 両編成

（ 海岸線）
４ 両編成

可動式ホーム柵設置工事、 西神・ 山手線 新
造車両購入、 変電所・ 駅電気室更新工事、 連
動装置・ Ａ Ｔ Ｃ 装置更新工事、 ワンマン 化対
応改修、 駅務機器更新費用、 総係費等

走行１ キロ 当り
乗 車 人 員

238両

191両

敬老・ 福祉乗車人員
等を 含む

敬老・ 福祉乗車負担
金等を 含む

4. 49人

836円25銭
走行１ キロ 当り
乗 車 料 収 入

１ 人 平 均
乗 車 料 収 入

１ 日 平 均
運 転 車 両 数
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２ 　 収入支出一覧

（ １ ） 収益的収入及び支出
（ 単位： 千円）

金 額 金 額

高 速 鉄 道 高 速 鉄 道
事 業 収 益 事 業 費

１ 営 業 収 益 20, 776, 434 １ 営 業 費 用 25, 097, 641

２ 営 業 外 収 益 3, 417, 727 ２ 営 業 外 費 用 2, 032, 688

３ 予 備 費 100, 000

（ 注） 当年度純損益（ 税抜） は △4, 197, 588千円、 累積損益は △85, 697, 489千円と なる 。

（ ２ ） 資本的収入及び支出
（ 単位： 千円）

金 額 金 額

１ 資本的収入 25, 542, 472 １ 資本的支出 34, 800, 089

１ 企 業 債 17, 247, 000 １ 建 設 改 良 費 22, 128, 991

２ 出 資 金 4, 350, 000 ２ 企業債償還金 11, 949, 516

３ 補 助 金 3, 591, 070 ３ 投 資 84, 402

４ 財 産 収 入 32, 288 ４ 保証金返還金 100, 000

５ 基 金 繰 入 金 100, 000 ５ 他会計繰出金 337, 180

６ 雑 収 入 222, 114 ６ 予 備 費 200, 000

 （ 注） 資本的収入額が資本的支出額に対し 不足する額9, 257, 617千円は、

　 　 　  損益勘定留保資金等で補てんするも のと する。

款 款

24, 194, 161 27, 230, 329１ １

収 入 支 出

款款 項 項

収 入 支 出

項 項
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３ 　 予算実施計画

（ １ ） 収益的収入及び支出

　 　 ①収　 　 入

予 定 額 説 明

千円

１ 高速鉄道事業収益 24, 194, 161

１ 営 業 収 益 20, 776, 434 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※参考

１ 運 輸 収 入 17, 130, 862 乗車料金

２ 他 会 計 負 担 金 1, 564, 784 敬老・ 福祉乗車負担金等

３ 運 輸 雑 収 入 1, 272, 984 広告料等

４ 付 帯 事 業 収 入 807, 804 土地物件貸付料

２ 営 業 外 収 益 3, 417, 727

１ 受取利息及配当金 57 預金利息

２ 他 会 計 補 助 金 1, 470, 781
高速鉄道事業運営のための一
般会計補助金

３ 長期前受金戻入 1, 936, 015
減価償却等に対応する長期前
受金の収益化

４ 基 金 繰 入 金 2, 000

５ 雑 収 入 8, 874

※参考 年　 　 間 １ 日平均

100, 412千人 275, 102人

18, 695, 646千円 51, 221千円

186円19銭１ 人平均乗車料収入

項 目款

乗 車 人 員

乗 車 料 収 入
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予 定 額 説 明

千円

１ 高 速鉄 道事 業費 27, 230, 329

１ 営 業 費 用 25, 097, 641

１ 線 路 保 存 費 1, 269, 387
線路施設等の維持補修に必要
な費用

２ 電 路 保 存 費 1, 138, 532
電路施設の維持補修に必要な
費用

３ 車 両 保 存 費 1, 134, 413 車両の維持補修に必要な費用

４ 運 転 費 4, 449, 803 運転に必要な費用

５ 運 輸 費 2, 713, 426 駅務に必要な費用

６ 運 輸 管 理 費 1, 988, 430 運輸管理に必要な費用

７ 一 般 管 理 費 1, 113, 580 一般管理に必要な費用

８ 減 価 償 却 費 11, 290, 070 固定資産減価償却費

２ 営 業 外 費 用 2, 032, 688

１
支 払 利 息 及
企 業 債 諸 費

2, 030, 688
企業債の支払利息及び諸手数
料

２ 他 会 計 繰 出 金 2, 000 自動車事業会計への繰出金

３ 予 備 費 100, 000

１ 予 備 費 100, 000

給与費内訳

　 　 　 　 職員644人（ 短時間勤務職員35人を含む） の報酬 43, 788千円、 給料 2, 318, 987千円、

　 　 　   手当等 2, 842, 767千円、 法定福利費 1, 046, 681千円を計上

　 　 ②支　 　 出

款 項 目
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（ ２ ） 資本的収入及び支出

　 　 ①収　 　 入

予 定 額 説 明

千円

１ 資 本 的 収 入 25, 542, 472

１ 企 業 債 17, 247, 000

１ 企 業 債 16, 908, 000 建設改良費に充当する企業債

２ 特 例 債 339, 000
企業債支払利息の一部に充当す
る企業債

２ 出 資 金 4, 350, 000

１ 他 会 計 出 資 金 4, 350, 000
高速鉄道建設のための一般会計
出資金

３ 補 助 金 3, 591, 070

１ 他 会 計 補 助 金 3, 255, 353
高速鉄道建設のための一般会計
補助金

２ 国 庫 補 助 金 335, 717
高速鉄道建設のための国庫補助
金

４ 財 産 収 入 32, 288

１ 基 金 収 入 32, 288 交通事業基金運用益

５ 基 金 繰 入 金 100, 000

１ 基 金 繰 入 金 100, 000
保証金返還金等に充当する基金
繰入金

６ 雑 収 入 222, 114

１ 保 証 金 222, 114
駅ビル・ 駅構内店舗から の保証
金

項 目款
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　 　 ②支　 　 出

予 定 額 説 明

千円

１ 資 本 的 支 出 34, 800, 089

１ 建 設 改 良 費 22, 128, 991

１ 用 地 費 79, 200 鉄道用地等

２ 建 物 費 4, 116, 280 停車場建設費等

３ 線 路 設 備 費 435, 615 土木工事費等

４ 電 路 設 備 費 2, 841, 895 電力線施設建設費等

５ 車 両 費 6, 869, 152 車両改良費

６ 機 械 装 置 費 7, 265, 933 停車場機械建設費等

７ 総 係 費 145, 191 職員給与費等

８ 付 帯 事 業 建 設 費 375, 725 駅ビル設備改修工事等

２ 企 業 債 償 還 金 11, 949, 516

１ 企 業 債 償 還 金 8, 800, 247

２ 特 例 債 償 還 金 590, 980

３
資 本 費 負 担 緩 和 債
償 還 金

967, 167

４
資 本 費 平 準 化 債
償 還 金

1, 591, 122

３ 投 資 84, 402

１ 投 資 84, 402 交通事業基金造成費

４ 保 証 金 返 還 金 100, 000

１ 保 証 金 返 還 金 100, 000
駅ビル・ 駅構内店舗への保
証金返還金

５ 他 会 計 繰 出 金 337, 180

１ 他 会 計 繰 出 金 337, 180 自動車事業会計への繰出金

６ 予 備 費 200, 000

１ 予 備 費 200, 000

給与費内訳

　 　 　 　 職員13人の給料 51, 140千円、 手当等 71, 566千円、 法定福利費 20, 950千円を計上

　 　 　

項 目款

-18-



４ 　 債務負担行為

５ 　 企業債

６ 　 一時借入金

千円

７ 　 他会計から の補助金 千円

８ 　 たな卸資産の購入限度額 千円

９ 　 重要な資産の取得

取得する資産 付 帯 事 業 資 産

種　 類

建 物

数　 量

6, 219㎡

名　 称

4, 726, 134

200, 000

合 計 17, 247, 000

借入限度額 1, 637, 000

千円

公債証券の発行
又は消費貸借の
方法によ り 、 借
り 入れる （ 他の
地方公共団体と
の共同発行を 含
む｡） 。

９ ％以内
（ ただし 、 利率見
直し 方式で借り 入
れる資金につい
て、 利率の見直し
を行っ た後におい
ては、 当該見直し
後の利率）

借入日の翌日から 据置期
間を 含め、 40年以内に毎
年度元利均等その他の方
法によ り 償還する 。 ただ
し 、 財政上の都合等によ
り 定額以上を 償還し 、 又
は借り 換え る こ と ができ
る 。 政府資金を 借り 入れ
る 場合は、 その融資条件
による。

高 速 鉄 道 事 業 16, 908, 000

特 例 債 339, 000

    令和４ ～８ 年度

起債の目的 限度額 起債の方法 利率 償還の方法

高速鉄道事業建設     令和４ ～７ 年度 7, 498, 992千円
（ 令和４ 年度）

限　 度　 額

1, 991, 000千円

事　 項

高速鉄道事業修繕等
（ 令和４ 年度）

    期　 間
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　 （ 参考）

（ 単位： 千円）

１ 　 業務活動によ るキャ ッ シュ ・ フ ロー

当年度純利益 △ 4, 197, 588 

減価償却費 11, 290, 070 

固定資産除却損 718, 346 

長期前受金戻入 △ 1, 936, 015 

退職給付引当金の増減額 47, 391 

賞与・ 法定福利費引当金の増減額 △ 3, 720 

長期前受金収入 △ 2, 892 

受取利息及び受取配当金 △ 57 

支払利息 1, 957, 454 

消費税資本的収支調整額 1, 783, 408 

未収金の増減額 △ 399, 321 

未払金の増減額 139, 902 

小計 9, 396, 978 

利息及び配当金の受取額 57 

利息の支払額 △ 1, 957, 454 

業務活動によるキャ ッ シュ ・ フ ロー 7, 439, 581 

２ 　 投資活動によ るキャ ッ シュ ・ フ ロー

固定資産の取得による支出 △ 22, 328, 991 

固定資産の取得にかかる補助金収入 865, 280 

投資によ る支出 △ 84, 402 

財産収入による収入 32, 288 

基金繰入金による 収入 100, 000 

投資活動によるキャ ッ シュ ・ フ ロー △ 21, 415, 825 

３ 　 財務活動によ るキャ ッ シュ ・ フ ロー

一時借入による収入 1, 636, 507 

一時借入の返済による支出 △ 1, 636, 507 

建設改良費等の財源に充てる 企業債収入 17, 247, 000 

建設改良費等の財源に充てた企業債償還 △ 11, 949, 516 

出資金による収入 4, 350, 000 

補助金による収入 2, 725, 790 

雑収入による収入 222, 114 

保証金償還による 支出 △ 100, 000 

他会計繰出金によ る支出 △ 337, 180 

財務活動によるキャ ッ シュ ・ フ ロー 12, 158, 208 

資金増加額 △ 1, 818, 036 

資金期首残高 3, 799, 950 

資金期末残高 1, 981, 914 

令和４ 年度神戸市高速鉄道事業会計予定キャ ッ シュ ・ フ ロー計算書

（ 令和４ 年４ 月１ 日から 令和５ 年３ 月31日まで）
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金　 　 　 　 額 金　 　 　 　 額

千円 千円

272, 506, 766 174, 522, 095 

557, 394, 393 166, 092, 000 

△ 293, 201, 162 6, 138, 969 

264, 193, 231 2, 291, 126 

15, 873, 463 19, 596, 490 

△ 11, 367, 156 － 

4, 506, 307 12, 971, 582 

686, 527 4, 491, 381 

3, 120, 701 1, 512, 238 

8, 982, 628 139, 470 

1, 981, 914 425, 627 

6, 772, 648 56, 192 

227, 719 53, 915, 713 

347 133, 181, 977 

△ 79, 266, 264 

104, 187, 900 

△ 70, 732, 804 

14, 964, 685 

△ 85, 697, 489 

△ 85, 697, 489 

281, 489, 394 281, 489, 394 

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

未 処 分 利 益 剰 余 金

合 計 合 計

剰 余 金

未 収 金 そ の 他 流 動 負 債

貯 蔵 品 繰 延 収 益

そ の 他 流 動 資 産 長 期 前 受 金

収 益 化 累 計 額

資 本 金

投 資 前 受 金

流 動 資 産 預 り 金

現 金 預 金 引 当 金 ( 賞 与 等 引 当 金 )

運 送 施 設 無 形 固 定 資 産 未 払 金

計 企 業 債

計 そ の 他 固 定 負 債

付 帯 事 業 有 形 固 定 資 産 流 動 負 債

減 価 償 却 累 計 額 一 時 借 入 金

減 価 償 却 累 計 額 引当金( 退職給付引当金)

令和４ 年度神戸市高速鉄道事業会計予定貸借対照表

借　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 方 貸　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 方

科　 　 　 　 　 　 目 科　 　 　 　 　 　 目

固 定 資 産 固 定 負 債

運 送 施 設 有 形 固 定 資 産 企 業 債
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Ⅱ．令和４年度主要事業

<自動車事業会計・高速鉄道事業会計>
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令和４ 年度主要事業 

１ ． 安全・ 安心・ 信頼の確保              7, 036, 770 千円 

 ・ 平成 31 年４ 月 21 日に起こ し た市バス重大事故を 絶対に忘れず、 最高の安全確

保に向け総力を あげて取り 組み、 安全で安心な運行を徹底する。  

 

≪安全運行の徹底／安全運行を支える基盤の構築≫                     

    

（ １ ） 再発防止に向けた研修・ 取り 組み 

「 4. 21 三宮重大事故」 を過去のも のと し て風化さ せないため、毎年４ 月 16 日～５ 月 15

日を「 市バス事故ゼロ・ 安全安心運転推進月間」 に設定し 、 “ ４ 月 21 日を忘れない取り

組み” を引き 続き実施する。 さ ら に、当時の事故の状況をパネルや新聞記事等で展示し た

研修施設「 安全の礎」 を交通局内（ 御崎Ｕ ビル） に設置し 、 採用時や研修の機会等に積極

的に活用するこ と で、「 二度と 事故を起こ さ ない」 と いう 意識を全ての職員に徹底する。   

また、安全運行に関わる管理職等に加え、知見のある外部専門家で構成する安全対策会

議において、 事故分析や再発防止対策等について、 多角的な視点での議論を行い、 現場へ

フ ィ ード バッ ク するこ と で、 安全運行の徹底を図る。  

再発防止のための市バス運転士に対する取り 組み（ ソ フ ト 面） 並びに市バス車両に関す

る取り 組み（ ハード 面） をあわせて進めていく と と も に、安全報告書に具体的に記載し ホ

ームページで公表するこ と で、 市民やお客様に対し て「 見える化」 を図る。  

 

（ ２ ） 新型車両の導入 

西神・ 山手線、 北神線の車両全編成の更新を行う 。 既に契約済みの 28 編成については

令和４ 年度に６ 編成を導入するこ と で更新を完了する。合わせて、令和５ 年度には旧北神

車両分と し て１ 編成を更新し 、 全車両を 6000 形（ 新型車両） に更新する。  

 

（ ３ ） 西神・ 山手線、 北神線ホームド アの設置 

駅ホームから の転落や車両と の接触事故を 防止するため事故の防止に有効なホームド

アを、 西神・ 山手線、 北神線全駅に令和５ 年度末までに設置する。 なお、 ホームド アの設

置に伴いダイ ヤ改正を行う 。  

・ 令和３ 年度設置完了駅（ ３ 駅）  

  新長田駅・ 西神中央駅・ 名谷駅 

・ 令和４ 年度設置完了予定駅（ 10 駅）  

  新神戸駅・ 湊川公園駅・ 学園都市駅・ 板宿駅・  

西神南駅・ 長田駅・ 大倉山駅・ 上沢駅・  

伊川谷駅・ 総合運動公園駅 

      ・ 令和５ 年度設置完了予定駅（ ３ 駅）  

        県庁前駅・ 谷上駅・ 妙法寺駅 
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（ ４ ） 西神・ 山手線駅施設の老朽化対策 

西神・ 山手線は開業より 40 年以上経過し 、 駅施設の老朽化が進んでいるため、 順次改

修を行っ ていく 。令和４ 年度については、引き 続き 新長田駅の大規模改修および板宿駅改

修の基本設計・ 実施設計を進めていく 。  

また、 令和３ 年度に長田駅を美装化のモデル駅と 設定し 、 壁や天井の清掃、 再塗装や補

修などを行っ た。さ ら に、令和４ 年度には、長田駅の取り 組みを他の駅でも 進めるこ と で、

ご利用いただきやすい駅づく り を進める。  

 

（ ５ ） 地下鉄駅施設のユニバーサル対応の推進 

ユニバーサルデザイ ンに配慮し た施設の整備を進めていく 。令和４ 年度は、三宮駅東エ

レベータ ーの改造工事、湊川公園駅西口エレベータ ー設置工事を行う ほか、妙法寺駅や上

沢駅のエレ ベータ ーについても 現在のバリ アフ リ ー基準に適合し たエレ ベータ ーに更新

を行う 。  

 

２ ． 快適で質の高いサービスの提供            938, 193 千円 

・ より 快適で、 より 使いやすい市バス・ 地下鉄と するため乗り 場やダイ ヤの「 わか

り にく さ 」 を解消するなど、 すべての人にと っ て、 より わかり やすく 、 使いやす

いサービスを提供する。  

 

≪快適なサービスの提供／「 わかり やすさ ・ 使いやすさ 」 の提供・ 追求≫  

                     

（ １ ）  定期券購入の利便性向上 

① 定期券購入に伴う WEB予約サービスの導入 

お客様が WEBで新規定期券の予約を行い、 自動定期券発売機で発券・ 決済でき るサ

ービスを令和５ 年３ 月末に導入するこ と で、定期券発売所の混雑緩和、お客様の利便性

向上を図る。 また、 サービス開始にあたり 、 広報紙 KOBE や車内広告などにより 利用者

への周知に努めていく 。  

 

② 自動定期券発売機の設置拡充 

定期券 WEB 予約サービスの導入に伴い、 予約サービスで申し 込んだ定期券の発券・

決済を行う 自動定期券発売機の設置拡充を行い、 サービス利用率を高める。  

・ 令和４ 年度設置予定駅: 三宮駅・ 名谷駅・ 妙法寺駅・ 学園都市駅・ 西神南駅 

西神中央駅・ 谷上駅( 新) ・ 阪神御影駅( 新）  

 

（ ２ ） 市バスポイ ント サービスの運用 

令和３ 年４ 月から 市バスにおける乗車ポイ ント サービスを 開始し ており 、 ご利用額に

応じ たポイ ント を 市バス・ 山陽バスの乗車時にご利用いただける制度と し て引き 続き 運

用すると と も に、 さ ら なる周知に努めていく 。  

また、 市バス専用カ ード ・ 市バス昼間専用カ ード は令和４ 年３ 月末に利用終了、 市バス

磁気定期券は令和３ 年 12 月末に発売終了（ 最長で令和４ 年６ 月末に利用終了）し ており 、

更なる I C化率の向上を図るため、 乗車券のデジタ ル化など新たな施策の検討を進める。  
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（ ３ ） 地下鉄ポイ ント サービス導入による利便性の向上 

より 便利に使いやすいサービスと し て、 またI C化率の向上を目指し て、 令和６ 年度中に

I Cカ ード を活用し た地下鉄ポイ ン ト サービスを導入するためのシステム開発に着手する。

導入にあたっ ては、 現在の乗車券や割引サービスから の移行に加え、 より 効果的なポイ ン

ト サービスも 検討し 、 分かり やすく 使いやすいサービスへと 再編を図る。 また、 市バスポ

イ ント サービスや他の民間交通事業者と のシームレスな連携についても 検討し ていく 。  

（ 検討の方向性）  

・ 回数券、 New Uラ イ ンカ ード ⇒地下鉄ポイ ント サービスへの移行を検討 

・ 地下鉄磁気定期券⇒I C定期券への移行を検討 

 ・ 利便性の高い新たなサービスの検討 

 

（ ４ ） お客様サービス・ マナーの向上 

 市バスでは、お客様から 寄せら れるサービス・ マナーに関するご意見やご要望を分析し 、

市バス各営業所間で情報共有すると と も に、対応を協議検討し 、市バス全乗務員に周知す

る。 また、 乗務員研修等で、 自動車運転士ハンド ブッ ク にも と づいた接遇・ マナー教育を

行う 。 さ ら に、 管理職による添乗調査の結果に基づいた個別指導を強化すると と も に、 優

良運転士には、 表彰制度（ グッ ド ド ラ イ バー賞） や「 サンキュ ーカ ード 」 の交付により モ

チベーショ ンアッ プを図る。  

 地下鉄では、 市バスと 同様にお客様から のご意見等を 逐次共有し て改善に生かすと と

も に、 外部講師による接遇研修、 定期教育訓練におけるマナー研修を引き続き 実施し 、 市

バス・ 地下鉄と も 一層のサービス・ マナー向上を図る。  

 

（ ５ ） 地下鉄駅出入口への大型サイ ン（ ロゴマーク ） 設置 

地下鉄駅の地上出入口に、 デザイ ン性にも 配慮し た共通デザイ ンの大型サイ ンを 設置

するこ と で、 駅の出入口をわかり やすく し 、 利便性の向上を図る。 令和３ 年度に、 大倉山

駅への設置工事を行い、 令和４ 年度も 、 引き 続き他の駅への設置工事を進めていく 。  

 

（ ６ ） ホームページのリ ニュ ーアル  

お客様にと っ て、 わかり やすく 、 アク セスし やすい案内の充実や情報発信を行う ため､サ

イ ト 構成を見直し 、使い勝手・ 使い心地の良いホームページへリ ニュ ーアルする。 令和３ 年

度に実施し た「 Ur ban I novat i on KOBE」 を活用し た実証実験の結果を踏まえ、 乗換案内や運

行ダイ ヤなど、 多く のお客様が求める情報に簡単に早く アク セスでき るよう に改善するこ

と で、 お客様満足度をさ ら に高め、 市バス・ 地下鉄の利用促進を図る。  
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３ ．「 市民の足」 の確保                 1, 119, 638 千円 

 ・ 「 市民の足」 と し ての役割を積極的に果たし 、 神戸のひと の暮ら し と まち の発

展を 支えていく と と も に、 お客様の声を貴重な経営資源と 捉え、 も っ と 乗っ て

いただけ、 必要と し ていただける公営交通を めざす。  

 

≪「 市民の足」 の確保・ 維持／も っ と 乗っ ていただける公営交通の実現≫  

                      

（ １ ） 市街地中心部における移動利便性の向上策の実施（ 実証実験 三宮・ エリ ア 110）  

三宮都心部（ 駅タ ーミ ナルから 概ね1km圏内） において、 エリ ア内停留所間の市バスを

I Cカ ード でご乗車いただいたお客様誰も が、 均一料金110円と なる実証実験「 三宮・ エリ

ア110」 を実施する。  

移動に関する新たなラ イ フ スタ イ ルを 提案するこ と で市バス乗車機会の拡大を 目指す

と と も に、 I C化率のさ ら なる向上を図る。 市全体で進めている三宮再整備、 都心の回遊性

向上と も 歩調をあわせ、 市のまちづく り 施策に寄与する。  

（ 目標利用人数： 年間13万人の乗客増）  

あわせて、 市バス乗継割引について、 往路と 復路で料金に差異が生じ ないよう に、 １ 乗

車目の料金を 上限に２ 乗車目の料金を 割引く よう 改め、 より 分かり やすい料金制度と す

る。  

 

（ ２ ） 市バス I Cカ ード ２ タ ッ チ化による乗降データ の活用と データ に基づく 持続可能な路線

バス網の構築に向けた取り 組み 

令和３ 年３ 月から の市バス I Cカ ード ２ タ ッ チ化の開始により 、 バスダイ ヤ１ 便ごと の

ご利用状況の把握が可能と なっ たため、「 ご利用状況の見える化」 と し て、 系統や時間帯

ごと の各停留所間におけるご利用状況を ホームページに公表し 、 市バスのご利用状況の

周知を進める。  

また、令和３ 年度中に策定予定の「 データ に基づく 持続可能な路線バス網の構築に関す

る基本的な考え方」 に基づき 、新長田バスロータ リ ーの整備に伴う 新長田駅を中心と し た

バス路線の再編など、乗降データ を有効に活用し たバス路線・ ダイ ヤ編成に向けての検討

を進めていく 。  

 

（ ３ ） お客様の意見の積極的な収集 

市バスホームページのお問合せフ ォ ームにアク セスでき る「 QR コ ード 」 を主要停留所

や車内に設置し ている「 お客様の声ハガキ」 に掲出し 、 積極的に意見や要望を募る。 さ ら

に、 いただいた意見やご要望を活用し 、 サービスの充実を図る。  

 

（ ４ ） 摩耶山（ まやビュ ーラ イ ン） ・ 六甲山（ 六甲ケーブル） 等への輸送力強化 

令和３ 年度から 運行を開始し た三宮駅タ ーミ ナル前から 摩耶ケーブル下までの急行便、

JR 六甲道から 六甲ケーブル下までの急行便を引き 続き 運行する。 運行に関し ては、 ゴー

ルデンウィ ーク や夏休み期間、秋の行楽シーズンなど観光客が多い時期に行う が、新型コ

ロナウイ ルス感染症の状況にも 配慮し ながら 、 臨機応変に対応する。  
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（ ５ ） バス路線新設および変更等 

系統 運行区間 内 容 備考 

90 系統 

廃止 

石屋川・ 石屋川車庫前～

水道筋 3～阪急王子公園

～布引～地下鉄三宮駅前

～新港町～メ リ ケン パー

ク ～中突堤中央タ ーミ ナ

ル 

令和 3 年度から ポート ループによるウォ ータ

ーフ ロント エリ アへのバス路線運行が開始し

たこ と に伴う 路線の廃止 

【 参考】 運行本数： 平土日祝 6 往復 

令和 4 年

4 月 1 日

実施予定 

100 系統

延伸 

JR 六甲道～水道筋 3～阪

急王子公園～JR 灘～日

赤病院から H AT 神戸・ 灘

の浜～阪急王子公園～水

道筋 3～JR 六甲道【 循環】 

90 系統の廃止による交通空白地の解消と 利便

性の向上を図るための路線の延伸 

【 参考】  

運行本数： 平土日祝 11 往復 

※循環から 往復路線に変更 

2 系統 

延伸 

阪急六甲～青谷～布引～

地下鉄三宮駅前～三宮セ

ンタ ー街東口～三宮神社 

磯上体育館のオープン に合わせて、 一部便を

「 磯上公園前」 に延伸 

【 参考】 運行本数： 8 往復（ 予定）  

令和 4 年

7 月実施

予定 

 

（ ６ ） シティ ー・ ループ、 山手線のサービス拡充 

   令和４ 年４ 月より 、「 シティ ー・ ループ」 および「 山手線」 については、 民間事業者の

自主運行と し て、 そのノ ウハウを活かすこ と でサービス拡充を図る。  

また、 経済観光局・ 都市局等と と も に事業者と の連絡調整会議を設置・ 開催し 、 情報共

有のう え、適切な事業実施、さ ら に充実し たサービスの実現に関し て定期的に協議を行う 。 

＜シティ ー・ ループにおけるサービス拡充＞ 

・ 神戸観光の広告塔・ イ ンフ ルエンサーと なる案内ガイ ド の添乗やダイ ヤの拡充 

・ ２ 階建てオープン ト ッ プバスである「 SKYBUS KOBE」 による 、 ルート や乗車券を  

シティ ー・ ループと 連携さ せた定期観光バスの運行 

・ １ 日乗車券（ シティ ー・ ループと  Por t  Loop ） の値下げ  など 

  ＜山手線におけるサービス拡充＞ 

・ 現在の運賃制度を継続し たう えでダイヤの拡充 

・ １ 日乗車券の通用区間と し て山手線全線を追加 

・ 地元商店街等と の連携等   など 

 

  

系統 運行区間 内 容 備考 

18 系統

急行便 

三宮駅タ ーミ ナル前～地

下鉄三宮駅前～新神戸駅

前～摩耶ケーブル下 

三宮から 摩耶ケーブル下までの急行バスをま

やビュ ーラ イ ンの運行に合わせて運行し 、 摩

耶山への観光客のアク セス向上を図る。  

金土休： 往路 5 本、 復路 4 本（ 予定）  

令和 4 年

4 月 29

日～5 月

8 日、  

7 月 23

日～11

月 30 日 

106 系統

急行便 

JR 六甲道～神大国際文

化学研究科前～六甲ケー

ブル下 

JR 六甲道、 阪急六甲から 神大国際文化学研

究科前、 六甲ケーブル下への急行バスを運行

し 、 六甲山及び神戸大学へのアク セス向上を

図る。  

平土休： 往路 12 本、 復路 9 本（ 予定）  
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４ ． 神戸のまちづく り への貢献              1, 532, 681 千円 

・ 神戸の公共交通ネッ ト ワーク の中心的存在である 交通局がリ ーダーシッ プ を

発揮し 、市民の移動を 公共交通全体で支えていく と と も に、神戸市が目指す将

来像に向けた施策と の連携により 、 まちづく り や都市経営に貢献する 。  

 

≪公営交通と し てまちづく り に貢献／市バス・ 地下鉄の連携、 シームレス化≫          

 

（ １ ） 燃料電池バスの導入 

水素スマート シティ 神戸構想を 掲げている なか、 公営交通と し て率先し て燃料電池バ

スを導入し 、 CO2 や環境負荷物質を排出し ないク リ ーンな路線バスを運行するこ と で、 水

素社会の推進に貢献する。  

なお、 運行にあたっ ては、 より 多く の方にご利用いただけるよう な運用方法を検討し

ていく 。  

 

（ ２ ） 市内公共交通サービスのシームレス化の推進 

令和３ 年４ 月から 、 市バス普通区 I C定期券について、 普通区内の神姫バスおよび連節

バス（ Por t Loop） にも 乗車でき るこ と と し ているが、 こ れに加え、 期間限定と し て、 令和

４ 年４ 月から はシティ ー・ ループ線においても 、 半額（ 130 円） でご利用いただける「 市

バス普通区 I C定期券拡大キャ ンペーン」 を実施し 、 市バス普通区定期券の付加価値と 市

民サービスの向上を図る。  

また、市バスで実施し ている乗継割引制度の神姫バスへの導入に向けた協議・ 検討を進

め、 市内公共交通サービスのシームレス化を推進し ていく 。       

 

（ ３ ） 西神・ 山手線拠点駅（ 三宮・ 名谷・ 新長田・ 西神中央） のリ ノ ベーショ ン 

①三宮駅東コ ンコ ースリ ニュ ーアル 

都心三宮再整備事業および「 さ んちか」 のリ ニュ ーアルに合わせて、 西神・ 山手線三宮

駅東コ ンコ ースの内装（ 床・ 壁・ 天井等） 及び大型デジタ ルサイ ネージの設置などのリ ニ

ュ ーアルを行い、 都心三宮の拠点駅の魅力向上を図る。 令和３ 年度は設計に着手し 、令和

４ 年度は引き 続き 詳細設計を行い、 工事に着手し ていく 。（ 令和５ 年度完成予定）  

 

②名谷駅ビルのリ ニュ ーアル及び拡充（ 駅ビル北館の新設）  

「 リ ノ ベーショ ン・ 神戸」 の一環と し て、 名谷駅ビルの改修にあわせ、 駅の北側に駅ビ

ル北館を新設し 、 テナント 再編等による利便施設の拡充に取り 組む。  

令和４ 年度： 北館新設工事の実施 

令和５ 年度： 北館オープン 

駅ビル本体リ ニュ ーアル工事着工    

令和６ 年度： 全体リ ニュ ーアル完成 
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③新長田駅リ ニュ ーアル 

拠点駅の魅力アッ プの観点から デザイ ン性を重視し たリ ニュ ーアル案と し て『「 緑と 光」

～風に揺れる木々のゆら ぎや光を 抽象化し た未来的な駅空間～』 を 市民の声を取り 入れ

た上で決定し た。 令和５ 年度中の完成に向けて工事を進める。  

 

④「（ 仮称） エキソ アレ西神中央」 の全館オープン 

百貨店ビルは、令和４ 年４ 月に駅前商業施設「（ 仮称） エキソ アレ西神中央」 と し て全館

リ ニュ ーアルオープンする（ 設置・ 運営： 双日株式会社）。 ２ ～４ 階に入居する予定の生活

雑貨やラ イ フ スタ イ ル型書店などの核テナント を 中心にこ れまで以上に魅力的な施設を

目指す。  

 

（ ４ ） 西神車庫用地の利活用 

北神線の市営化による現在の３ 車庫体制（ 名谷、 西神、 谷上） について、 車庫運用の最

適化等により 名谷、 谷上の２ 車庫体制と する。 今後、 廃止する西神車庫用地の一部を有効

活用し て、 西神中央エリ アの活性化を図り 、 リ ノ ベーショ ン神戸を推進し ていく 。  

令和４ 年度は、 民間事業者へのサウンディ ング調査等を実施し 、 事業可能性、 土地利用

計画等を検討する。  

     ・ 令和４ 年度： サウンディ ング調査等の実施 

     ・ 令和７ 年度当初： 西神車庫の廃止 

     ・ 令和８ 年度以降： 利活用の実施 

 

（ ５ ） 伊川谷用地の利活用 

伊川谷エリ アの活性化に寄与するため、 人口誘引施策と し て伊川谷駅南側の所管用地

の活用方法を見直し 、 集合住宅等の誘致を検討する。  

・ 令和４ 年度： 事業者公募の準備、 都市計画変更 

・ 令和５ 年度： 事業者公募、 選定 

・ 令和６ 年度以降： 選定事業者による工事設計・ 着工 

 

（ ６ ） 海岸線の集客増対策や地域活性化への貢献 

沿線に人が集まり 、地域が元気になるよう 、地域の活性化や応援を図る取り 組みを他部

局や地域のキーマンと 連携し て実施し 、 乗客増につなげる。 また、 兵庫津ミ ュ ージアムの

グラ ンド オープンやこ ども 家庭センタ ー・ こ べっ こ ラ ンド の移転・ オープンによる新たな

人の動きに呼応し て、ふさ わし い駅の雰囲気づく り を進めていく と と も に、企画乗車券の

発売やイ ベント など連携事業を実施し 、 海岸線の魅力向上と Ｐ Ｒ を図る。  

 

   （ ７ ） 北神地域の地域活性化への貢献 

      谷上駅周辺の店舗や神戸電鉄と の連携を一層深めていく こ と で、 谷上駅の拠点化、 北

神地域の活性化に貢献し ていく 。 乗車券と 地域の飲食店や施設で利用でき る金券・ 優待

券がセッ ト になっ た「 有馬グルメ ＆湯けむり チケッ ト 」「 有馬温泉太閤の湯ク ーポン」 等

企画乗車券の発売のほか、 ハイ キング等イ ベント の実施により 北神地域と 神戸市街地と

の交流を促進する。  
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 ５ ．安定的な経営基盤の確立              1, 294, 104 千円 

・ 職員一人ひと り が、 公営交通の役割を理解し 、 圧倒的当事者意識を 持っ て主体

的に行動すると と も に、めざすべき 目標を 共有し ながら 実行するべく 組織力を

強化する。 また、 交通サービ スを持続的に提供し 続けていく ために必要な経営

基盤を 構築する と と も に、 計画の進捗状況の評価・ 検証、 進行管理を 徹底し 確

実な実行を はかる。  

 

 ≪次世代を 支える人材の確保・ 育成／安定的な経営を支える基盤の構築≫            

 

（ １ ） 乗客増加対策の推進 

民間事業者と 連携し た利便性向上策など、新たな乗客増加対策を検討・ 実施すると と も

に、 引き 続き 、 沿線地域の企業や店舗と 連携し たイ ベント の実施など乗客増加対策を 実

施・ 検討する。  

・ 市街地中心部における移動利便性の向上策（ 三宮・ エリ ア 110） の実施（ 再掲）  

・ 地下鉄ポイ ント サービス導入による利便性の向上（ 再掲）  

・ 摩耶山・ 六甲山等への輸送力強化のための急行バスの運行（ 再掲）  

・ 海岸線及び北神線の乗客増対策の実施（ 再掲）  

・ 拠点駅のリ ノ ベーショ ンや保有用地の利活用（ 再掲）  

・ スマホアプリ を活用し た乗車券やイ ベント の実施 

・ スタ ンプラ リ ーや謎解き 等沿線地域への周遊性を持たせたイ ベント の開催   

・ 映画やド ラ マ等と タ イ アッ プし た SNSキャ ンペーン 等 

・ 沿線スポーツチームと 連携し た企画の実施 

 

（ ２ ） デジタ ルサイ ネージの設置拡充 

広告料収入の拡大や駅舎のイ メ ージアッ プに向けて、 乗客数の多い三宮駅や JRと 連絡

する新長田駅において、 駅施設のリ ニュ ーアル工事にあわせてデジタ ルサイ ネージを 設

置する。  

 

（ ３ ） 将来の公営交通を担う 人材の確保・ 育成 

採用要件の緩和を実施し たほか、短時間勤務職員の活用を引き 続き 行う など、市民の足

と し て安定的な運行を継続し ていく ために幅広い人材を確保する。また、女性の市バス運

転士確保に向けた設備面の整備、 採用広報と し てセミ ナーへの参加やパンフ レ ッ ト の作

成を行う 。  

加えて、 新たに交通事業に専属で従事するこ と を想定し た一般行政職員の募集を 行う

ほか、将来の交通事業の中枢を担う 職員の人材育成と し て、安全意識やサービス向上を目

的と し た研修や、 現場の管理監督業務に従事する職員を対象と し た研修などに取り 組む。 
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   （ ４ ） 市バス営業所の管理委託の継続 

市バス事業における経営改善策と し て営業所の管理委託を継続する。  

令和４ 年度を も っ て現在の委託契約期間を 満了する中央南営業所については、 令和５

年度から 令和９ 年度までの５ 年間を契約期間と する提案競技を 実施し 、 受託事業者を 改

めて選定する。  

（ スケジュ ール）  

・ 募集要項の配布       令和４ 年９ 月頃 

・ 応募提案書類の受付     令和４ 年 10 月頃 

・ 受託候補者の選定      令和４ 年 11 月以降 

・ 近畿運輸局への許可申請   令和５ 年１ 月頃 

・ 選定事業者による業務開始  令和５ 年４ 月１ 日 

（ 現在の委託状況）  

委託営業所 受託事業者 期間 

魚崎営業所 阪急バス㈱ 令和４年度～令和８年度 

 中央南営業所 神姫バス㈱ 平成 30 年度～令和４年度 

松原営業所 阪急バス㈱ 令和４年度～令和８年度 

落合営業所 神姫バス㈱ 令和４年度～令和８年度 

清水が丘営業所 山陽バス㈱ 令和２年度～令和６年度 

西神営業所 神姫バス㈱ 令和４年度～令和８年度 

 

（ ５ ） 神戸交通振興㈱の解散に伴う 円滑な業務の実施 

神戸交通振興㈱の解散に伴い、各業務を後継事業者等において着実に引継ぐ と と も に、円

滑に継続実施し ていく 。  

業務 対応 

・ 駅ビル管理等の不動産業務 

（ 駅ビル・ 駅構内事業等）  

・ ㈱Ｏ Ｍこ う べに不動産業務を集約 

※神戸交通振興㈱所有の建物については交

通局が取得 

・ 観光バス（ シティ ー・ ループ）  

・ 路線バス（ 山手線・ 山麓線）  

・ シティ ー・ ループは神姫バス㈱、 神姫観光㈱

により 運行 

・ 山手線は神姫バス㈱により 運行 

・ 山麓線は交通局により 運行 

・ 地下鉄駅務業務 

（ 西神・ 山手線、 海岸線）  

・ 近畿日本鉄道㈱に委託 

・ 市バス車両整備業務 

（ 車両工場、直営３ 営業所車庫） 

・ 市バス整備部門に統合し 、 直営化 

・ 定期券発売所 

（ 三宮駅・ 新長田駅・ 名谷駅・ 神

戸駅前営業所）  

・ 神姫バス㈱に委託 

 

・ 広告事業 ・ 阪急阪神マーケティ ングソ リ ュ ーショ ンズ㈱

に委託 

 （ 今後のスケジュ ール）  

・ 令和４ 年３ 月 31 日： 神戸交通振興( 株) のすべての事業を 終了 

・ 令和４ 年４ 月１ 日： 次期事業者等による業務の開始 

・ 令和４ 年４ 月末： 解散、 清算開始 

 

（ ６ ） 経営計画の推進 

経営計画に掲げた目標や取り 組み事項について、 その進捗状況を常に評価・ 検証を繰り

返し 、 進行管理を徹底し ていく こ と で、 着実な実行を図る。   
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≪地下鉄・ 市バスのダイ ヤ改正について≫ 

 

（ １ ） ホームド ア設置に伴う ダイ ヤ改正 

西神・ 山手線、北神線へのホームド アの設置に伴い、各駅における停車時間が数秒ずつ増加す

るこ と から 、 令和４ 年６ 月にダイ ヤ改正を実施する。  

三宮到着時間 現状 ダイ ヤ改正後 

7: 00～7: 30 6 6（ －）  

7: 30～8: 00 9 8（ △1）  

8: 00～8: 30 10 9（ △1）  

8: 30～9: 00 9 8（ △1）  

合計 34 31（ △3）  

 

 （ ２ ） 新型コ ロナウイ ルス感染症拡大によるご利用状況に応じ た減便の実施 

市バスでは、 新型コ ロナウイ ルス感染症拡大に伴う ラ イ フ スタ イ ルの変化により 、 利用者が

減少傾向にあり 、今後も 感染拡大前のご利用状況に回復する見込みが少ないこ と から 、令和 4 年

4 月 1 日より 、 ご利用状況に応じ た減便やダイ ヤの改正を行う 。 なお、 ご利用状況が復元し た路

線については再度増便を行う など見直し を検討する。  

運行本数合計（ 平日） Ｒ 3 年度： 5, 835 本 → Ｒ 4 年度： 5, 549 本（ △5％程度）  

系統 運行区間 内 容 備考 

2 系統 阪急六甲～青谷～布引～地下鉄三

宮駅前～三宮神社（ 元町 1 丁目）  

往路 10 本、 復路 11 本減便 

平日： 往路 172 本 → 162 本 

復路 174 本 → 163 本 

令和 4 年

4 月 1 日

実施 
3 系統 吉田町１ ～東尻池２ ～名倉町～新

開地～吉田町１   

往路 10 本、 復路 10 本減便 

平日： 往路 72 本 → 62 本 

   復路 71 本 → 61 本 

5 系統 若草町～広畑橋～板宿～新長田駅

前～板宿～明神町～若草町 

往路 7 本減便 

平日： 66 本 → 59 本 

7 系統 市民福祉交流セ ン タ ー前三宮駅前

～平野～新開地～神戸駅前 

往路 6 本、 復路 7 本減便 

平日： 往路 105 本 → 99 本 

復路 105 本 → 98 本 

11 系統 神戸駅前～新開地～房王寺町５ ～

宮川町９ ～五位ノ 池～板宿 

往路 14 本、 復路 14 本 

平日： 往路 83 本 → 69 本 

   復路 81 本 → 67 本 

19 系統 阪神御影～城ノ 前～阪急御影～甲

南病院前～鴨子ヶ 原（ 循環）  

往路 6 本減便 

平日： 往路 63 本 → 57 本 

21・ 22・  

28( 循環)  

系統 

西神中央駅前～美賀多台・ 樫野台～

春日台～西神中央駅前 

往路 1 本 

平日： 往路 50 本 → 49 本 

21・ 22・  

28 系統※ 

西神中央駅前～美賀多台・ 樫野台～

西体育館 

往路 21 本、 復路 14 本減便 

（ う ち、 市バス 往路 21 本 復路 14 本減便）  

平日： 往路 196 本 → 175 本 

     ( 市バス 109 本→88 本)  

   復路 210 本 → 196 本 

  （ 市バス 121 本→107 本）  

31 系統 

 

 

JR 甲南山手～JR 本山駅前～岡本９

～白鶴美術館前～渦森台 

往路 6 本、 復路 6 本減便 

平日： 往路 41 本 → 35 本 

   復路 43 本 → 37 本 
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系統 運行区間 内 容  

35 系統 魚崎車庫前～阪神御影南口～魚崎

車庫前 

往路 4 本減便 

平日： 往路 33 本 → 29 本 

 

38 系統 

 

阪神御影～東灘区役所前～白鶴美

術館前～渦森台 

往路 4 本、 復路 6 本減便 

平日： 往路 67 本 → 63 本 

   復路 72 本 → 66 本 

51 系統※ 

 

 

舞子駅前～東舞子小学校前～星陵

台～県商前～舞子高校前～学園都

市駅前 

往路 2 本、 復路 8 本減便 

（ う ち、 市バス 往路+3 本、 復路+4 本）  

平日： 往路 85 本 → 83 本 

  （ 市バス 26 本 → 29 本）  

   復路 89 本 → 81 本 

    （ 市バス 29 本 → 33 本）  

53 系統※ 

 

 

舞子駅前～本多聞５ ～舞子高校前

～学が丘～学園都市駅前 

往路 5 本、 復路 12 本減便 

（ う ち、 市バス 往路 3 本 復路 11 本減便）  

平日： 往路 123 本 → 118 本 

  （ 市バス 78 本 → 75 本）  

   復路 129 本 → 117 本 

  （ 市バス 83 本 → 72 本）  

54 系統※ 

 

 

舞子駅前～公団住宅前～多聞団地

センタ ー～学園都市駅前 

往路 4 本、 復路 7 本減便 

（ う ち、 市バス 往路 8 本 復路 8 本減便）  

平日： 往路 103 本 → 99 本 

（ 市バス 51 本 → 43 本）  

   復路 97 本 → 90 本 

  （ 市バス 51 本 → 43 本）  

55・ 58 

系統※ 

 

 

朝霧駅前～明舞セ ン タ ー～神陵台

（ ～伊川谷高校前）  

往路 13 本、 復路 11 本減便 

（ う ち、 市バス 往路 2 本、 復路 3 本減便）  

平日： 往路 102 本 → 89 本 

     ( 市バス 34 本 → 32 本)  

   復路 96 本 → 85 本 

  （ 市バス 33 本 → 30 本）  

64 系統 三宮駅タ ーミ ナル前（ 三宮駅前） ～

新神戸駅前～箕谷駅前～神戸北町 

往路 5 本、 復路 8 本減便 

平日： 往路 114 本 → 109 本 

復路 128 本 → 120 本 

70 系統 名谷駅前～白川台セ ン タ ー～白川

台 

往路 14 本、 復路 10 本減便 

平日： 往路 85 本 → 71 本 

   復路 88 本 → 78 本 

73 系統 

 

 

名谷駅前～北須磨団地～友が丘～

妙法寺駅前 

往路 12 本、 復路 12 本 

平日： 往路 92 本 → 80 本 

復路 92 本 → 80 本 

77 系統 名谷駅前～須磨東高校前～白川台

４ ～北落合２ ～名谷駅前 

往路 9 本減便 

平日： 105 本 → 96 本 

78 系統 名谷駅前～竜が台７ ～南落合４ ～

須磨東高校前～名谷駅前  

往路 8 本減便 

平日： 70 本 → 62 本 

81 系統 須磨一の谷～新長田駅前～須磨一

の谷  

往路 7 本減便 

平日： 49 本 → 42 本 

92 系統 石屋川車庫前～水道筋 3 丁目～三宮

センタ ー街東口～三宮神社（ 元町 1

丁目）  

往路 8 本、 復路 8 本減便 

平日： 往路 99 本 → 91 本 

復路 99 本 → 91 本 

       ※21・ 22・ 28 系統は神姫バスと の運行本数の合計 

※51・ 53・ 54・ 55・ 58 系統は山陽バスと の運行本数の合計 

※山陽バス 48 系統については、往路 1 本・ 復路 4 本の減便を 予定（ 市バス 171 系統に変更なし ）  
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